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■
人

　
口

　
5,113人（

－
16）

■
世

帯
数

　
2,458戸（

＋
3

）

男
　

2,419人（
－

6
）

女
　

2,694人（
－

10）

PHO
TO

 : 保
育

所
の

子
ど

も
た

ち
が

町
民

町
内

バ
ス

ツ
ア

ー
に

参
加

し
ま

し
た

。
 町

内
を

巡
り

、
訪

問
先

で
は

ま
ち

の
大

人
に

色
々

な
こ

と
を

教
え

て
も

ら
い

ま
し

た
。
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
清
々
し
い
お
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
で
拡
大
蔓
延
し
、
神
山
町
で
も
小
中
高
の
休
校
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
、
社
会
・
教
育
・
経
済
活
動
が
停
滞
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に

明
け
暮
れ
た
年
で
し
た
。

　
2
月
、
3
月
中
に
は
待
ち
望
ん
で
い
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
こ
の
ワ
ク
チ

ン
が
世
界
全
体
に
行
き
渡
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
見
込
ま
れ
、
世
界
経
済
の
回
復

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
令
和
3
年
4
月
15
日
に
神
山
町

で
も
聖
火
リ
レ
ー
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
前
年
の
暗
い
雰
囲
気
を
吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
町
内
の
主
な
事
業
を
振
り
返
る
と
、
集
合
住
宅
第
3
期
工
事
、
子
育
て
家
庭
の
交
流
や

相
談
の
場
を
提
供
す
る
大
埜
地
集
合
住
宅
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
の
完
成
（
11
月
）、
道
の
駅
改
修
工
事
等
が
あ
り
、

本
名
公
衆
便
所
を
新
築
工
事
中
で
す
。

　
ま
た
、第
2
期
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
つ
な
プ
ロ
Ⅱ
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

神
山
を
持
続
可
能
な
町
、皆
様
が
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
た
め
に
「
す
ま
い
」、「
ひ
と
」、「
し
ご
と
」、「
循
環
」、

「
安
心
な
暮
ら
し
」、「
関
係
」
の
分
野
で
策
定
さ
れ
第
1
期
の
施
策
を
継
続
的
に
取
り
組
む
も
の
や
方
法
を

変
え
て
取
り
組
む
も
の
、
ま
た
農
林
業
支
援
等
が
新
た
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
実
現
の
た
め

に
は
町
民
の
皆
様
と
連
携
し
、ご
協
力
、ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
念
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

▲�まちを将来世代につなぐプロジェクト「成果と課題の共有会」の
ようす

▲2020年11月1日に行われた鮎喰川コモン開所式

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

神山町長
後藤　正和
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神
山
町
議
会
12
月
定
例
会
が
令
和
2

年
12
月
10
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
は
、
令
和
2
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
の
ほ
か
20
議
案
を
審
議
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。補

正
予
算

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
9
9
1

1
万
円
を
追
加
し
、総
額
68
億
2
2
0

3
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。
中
学
校
建

設
費
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
2
8
9
万
2

千
円
を
追
加
し
、
総
額
8
億
6
0
4

8
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
基
金
積
立

金
等
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
5
7
万
7
千

円
を
追
加
し
、
総
額
1
億
7
6
4
8
万

7
千
円
と
し
ま
し
た
。
水
道
管
理
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
7
7
万
9
千

円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
6
4
4
0
万

1
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務
管
理
費
等

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
2
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
8
万
円
を
追
加

し
、
総
額
1
億
3
5
8
1
万
6
千
円
と

し
ま
し
た
。
事
務
費
繰
入
金
等
の
増
額

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

■�

神
山
町
議
会
議
員
及
び
神
山
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

条
例
の
改
正

■�

神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
民
総
合
運
動
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■�

神
山
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■�

神
山
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
■�

神
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

契
約
の
締
結

■�

大
埜
地
集
合
住
宅
S

－

1
棟
新
築

工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

てそ
の
他

■�

阿
北
環
境
整
備
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
阿
北

環
境
整
備
組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

■�

第
4
次
神
山
町
総
合
計
画
（
基
本
構

想
）
の
計
画
期
間
の
延
長
に
つ
い
て

■�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
神
山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
泉
園
等

3
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
社
会

福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
を
指
定
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■�
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
等

3
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
を

指
定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
神
山
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
（
上
分

公
民
館
）
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
有

限
会
社
西
森
組
を
指
定
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
度
神
山
・
佐
那
河
内
地
域

情
報
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
購
入
に

つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
事
項

■�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

神
山
町
議
会

12 

月 

定 

例 

会

�

21
議
案
を
可
決

3 令和 3年 1月15日発行



お
め
で
と
う
新
成
人

　「成
人
の
日
」
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　神
山
町
で
は
今
年
、
36
名
の
方
が
新
成
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
令

和
3
年
1
月
2
日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
神
山
町
成
人
式
は
、

全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
新

成
人
を
は
じ
め
、
ご
家
族
や
町
民
の
皆
様
、
成
人
式
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
々

の
安
全
と
安
心
を
第
一
に
考
慮
し
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
、
中
止
と
い
た
し
ま

し
た
。

　当
日
発
表
し
て
い
た
だ
く
予
定
だ
っ
た
新
成
人
代
表
者
の
「
二
十
歳
の
誓
い
」

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

成人式記念品のマグカップ

二十歳の誓い　　大西　将平

　二十歳を迎えすでに職業に従事している者や学
業に励んでいる者など立場は違いますが、一人ひ
とりが夢や目標に向かって日々を過ごしています。
この20年間楽しかったことも辛かったこともあり
ましたが、そんな中一番近くで見守り、育ててく
ださった家族をはじめ、地域の方々、学校の先生
に改めて感謝申し上げます。
　2020年は、新型コロナウイルスの感染が世界的
に広がり、だれもが経験したこともない環境に置
かれる、大変な一年となりました。この一年を振
り返ってみて、一番大切に思ったのは人とのつな
がりでした。今まで当たり前のように学校や職場
に行き、会いたいときに友人や家族に会い、旅行
や食事に出かけていました。しかし、そのような
行動ができない現在、人と接することがとても貴
重で大切な時間であると実感した一年でした。
　長い歴史のなかで人生の先輩方が困難に立ち向
かい道を切り開いて後の者にバトンを渡してくれ

たように、今後は私たちがバトンを受け取り今の
環境のなか、その道を切り開きたいと思います。
進むべき道は決して一人では進むことはできませ
ん。人とのつながりを持つことでより大きな力に
なります。その道を進むために私は今、大学に通
い次世代自動車、先進ロボットなどの基盤となる
勉強をしています。次年度からは専攻分野をより
深く身につけて、微力ではありますが故郷神山町
のような地域を支える力となるために目標を持ち
続け、成長していきたいと思います。
　最後になりましたが、私たちは大人として、自
分の行動に責任を持ち、社会の一員として責任あ
る行動をとりたいと思います。時には悩み、傷つ
くこともあると思いますが、一歩一歩前進し、希
望に向かって突き進むことを誓います。
　これからも私たちを見守りご指導、ご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。

広報かみやま No.332 4



　　令和 3年成人式該当者名簿　　　　　敬称略 該当者数36名

◯下分地区◯ 大塚　弥央 ◯鬼籠野地区◯ ◯阿川地区◯ 一宮真珠呂
計4人 大西　将平 計7人 計3人 上田慶一郎

久保　剛史 片山ひかり 大西　舞華 荒井　　蘭 國方　秀太
櫻間友紀乃 加藤　拓実 佐々木愛依 森　　竣哉 花井　美月
原田　空雅 栗本　拓茉 佐々木隼斗 森本　莉菜 原田　成美
山根　大樹 髙橋　啓志 佐々木里菜 坂東みなみ

中村　俊介 LO THI THUY NGA ◯広野地区◯ 坂東　良基
◯神領地区◯ 保手　邦夫 NGUYEN THU HUONG 計11人 東谷　　翼

計11人 政岡明日香 NGUYEN THI HOAI THU 粟飯原真奈 山口祐梨茄
相原　佑香 松本ひなた 阿部　夏実

二十歳の誓い　　上田　慶一郎

　私は最近、次のような話を耳にしました。「５歳
児にとっての 1 年間は人生の 5 分の 1 の期間に相
当するのに対し、50歳の 1 年間は50分の 1 でし
かない」という話です。この話を要約すると、年
を取るにしたがって時間を短く感じるようになる
という話です。このことをジャネーの法則という
そうです。皆さんも小学校 1 年生の 1 年間と高校
3 年生の 1 年間には時の流れに差を感じたと思い
ます。ここで皆さんに考えてもらいたいことがあ
ります。それは、人生80年と仮定し、ジャネーの
法則に則って考えると、人生の中間地点は何歳の
時であるかということです。40歳ではありません。
答えをいいます。答えは20歳です。つまり、成人
を迎えた私たちが置かれている、今この瞬間です。
私たちは成人を迎えると同時に、人生の折り返し
地点に差し掛かっているということです。これか
らの人生における時の流れは、ボールが下り坂を
転がってくように加速し続けていきます。
　その事実を認識したとき、私は後悔に苛まれま
した。私にはまだ食べたいもの、行きたいところな
ど、挑戦したいことが星の数ほどあり、その半分も
達成されていないからです。私はどうにかしてこの
時間の加速を止めようと考えました。考えた結果、
たどり着いたのが人生の濃度を高めるということで
す。この表現の仕方だとわかりづらいかもしれない
ので、順を追って説明します。まず、時間が早く流
れる原因を見てみます。原因は、この世界について
知りすぎたということです。私たちは当たり前の生
活を送っています。朝起きたら朝ごはんを食べ、夜
になれば風呂に入って寝る。まさに台本に書いてあ

るような人生を送っています。ここで、私たちが保
育所で過ごした日々を思い出してみてください。毎
日が新しいことの連続で、座って休む暇もなく、次
から次へと新しいことに手を出していました。まさ
に不思議の国に迷い込んだかのように周りに興味の
目を光らせ、知らないことがあればお父さんやお母
さん、先生を質問攻めにし、困らせていました。当
時は次の日が本当に待ち遠しく、長い夜にうんざり
する毎日でした。幼い頃を振り返ればわかるように、
時間の加速を止める方法は新しい経験をすることで
す。食べたことのないものを食べ、見たことのない
景色を眺め、挑戦したいことに迷わず挑戦する。こ
れが人生を濃くするということです。
　しかし、新しい地に一歩足を踏み出せば失敗す
ることもあるでしょう。昔、庭に咲いていた美し
い花に手を出したことがあります。手に取った瞬
間、激しい痛みが指先を貫きました。その花はバ
ラの花だったのです。私の目からは涙が流れまし
た。しかし、1 時間後に涙は乾き、美しい蝶々を
見つけて私は駆け出しました。このように、新し
いことに挑戦するということは時に痛みを伴いま
す。そのたび、私たちは打ちひしがれ、落ち込む
ことでしょう。しかし、幼い頃の私たちは決して
挑戦をやめませんでした。涙はいつか必ず乾き、
地面から立ち上がり、上を向いて歩きだします。
これは人が生まれながらに持っている強さだと私
は思います。その強さは、たとえ成人し、大人と
しての一歩を踏み出した今でも、心の奥の大事な
ところで私たちを支え、挑戦する勇気を与えてく
れるでしょう。
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地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力

消消  

防防  

功功  

労労  

者者  

表表  

彰彰

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
等
に
各
機
関

か
ら
表
彰
状
・
記
章
等
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
と
階
級
）

徳
島
県
知
事
表
彰

功
労
章

　
大
　
西
　
功
　
一

�

（
鬼
籠
野
分
団
、
副
分
団
長
）

　
竹
　
田
　
正
　
澄

�

（
下
分
分
団
、
副
分
団
長
）

　
森
　
　
　
栄
　
幸

�

（
上
分
分
団
第
2
部
、
部
長
）

　
尾
　
崎
　
成
　
司

�

（
阿
川
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
栄
　
介

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　
荒
　
井
　
充
　
洋

�

（
阿
川
分
団
、
副
分
団
長
）

　
鍛
　
　
　
準
　
二

�

（
神
領
分
団
、
副
分
団
長
）

　
東
　
谷
　
雅
　
史

�

（
神
領
分
団
、
副
分
団
長
）

　
粟
飯
原
　
康
　
弘

�

（
下
分
分
団
、
副
分
団
長
）

精
績
章

　
尾
　
道
　
正
　
明

�

（
広
野
分
団
、
副
分
団
長
）

　
高
　
橋
　
成
　
文

�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
粟
　
内
　
　
　
実

�

（
広
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
森
　
長
　
眞
　
悟

�

（
阿
川
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
森
　
　
　
　
　
敏

�

（
阿
川
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
松
　
本
　
哲
　
次

�
（
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

　
沼
　
田
　
光
　
夫

�

（
神
領
分
団
第
7
部
、
団
員
）

内
助
の
功

　
坂
　
井
　
一
　
博

　
　
　
妻
　
和
　
子�
（
阿
川
分
団
）

　
阿
　
部
　
保
　
正

　
　
　
妻
　
啓
　
子�

（
広
野
分
団
）

　
阿
　
部
　
光
　
徳

　
　
　
妻
　
久
美
子�

（
広
野
分
団
）

　
上
　
田
　
和
　
弘

　
　
　
妻
　
陽
　
子�

（
広
野
分
団
）

　
相
　
原
　
保
　
信

　
　
　
妻
　
春
　
美�

（
阿
川
分
団
）

　
森
　
下
　
哲
　
也

　
　
　
妻
　
佳
須
代�

（
鬼
籠
野
分
団
）

徳
島
名
西
警
察
署

�

防
犯
功
労
者
表
彰

　
坂
　
東
　
義
　
幸

�

（
広
野
分
団
、
副
分
団
長
）

　
河
　
端
　
克
　
己

�

（
阿
川
分
団
、
副
分
団
長
）

　
阿
　
部
　
健
　
治
　

�

（
上
分
分
団
、
副
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

�

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

　
佐
々
木
　
芳
　
仁

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
班
長
）

　
森
　
　
　
由
　
仁

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
班
長
）

　
山
　
口
　
悠
　
太

�

（
上
分
分
団
第
1
部
、
班
長
）

　
入
　
川
　
正
　
弘

�

（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
馬
　
場
　
達
　
郎

�

（
神
領
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
　
　
誠

�

（
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

神
山
町
長
表
彰

　
千
代
田
　
裕
　
樹

�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
笠
　
井
　
法
　
光

�
（
下
分
分
団
第
5
部
、
班
長
）

　
佐
々
木
　
政
　
和

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
久
　
保
　
智
　
也

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
駒
　
形
　
良
　
介

�

（
神
領
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
高
　
橋
　
宏
　
徳

�

（
神
領
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
塩
　
田
　
ル
　
カ

�

（
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

消
防
協
力
者
感
謝
状

　
藤
　
井
　
克
　
弥

�

（
火
災
現
場
で
の
初
期
消
火
活
動
）

　

今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
ま
し
て
、

皆
様
の
活
躍
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、

さ
ら
に
飛
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　
森
　
　
　
一
　
博

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
、
副
分
団
長
）

　
岡
　
本
　
　
　
泉

�

（
元
広
野
分
団
第
4
部
、
部
長
）

　
佐
々
木
　
直
　
通

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
部
長
）

　
竹
　
内
　
　
　
定

�

（
元
上
分
分
団
第
2
部
、
部
長
）

　
森
　
　
　
拓
　
哉

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
班
長
）

　
森
　
長
　
　
　
理

�

（
元
上
分
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
高
　
橋
　
一
　
仙

�

（
元
広
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
橋
　
本
　
健
　
一

�

（
元
広
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）
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岩
　
田
　
孝
　
文

�
（
元
鬼
籠
野
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
今
　
津
　
祐
　
一

�
（
元
鬼
籠
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
坂
　
本
　
篤
　
彦

�

（
元
神
領
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
尾
　
西
　
逸
　
夫

�

（
元
下
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
白
　
土
　
義
　
信

�

（
元
下
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
吉
　
川
　
榮
　
夫

�

（
元
下
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
大
　
石
　
宗
　
貴

�

（
元
下
分
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〈
お
詫
び
〉

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
全

国
的
な
拡
大
を
鑑
み
、
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、「
令
和
3
年
神
山
町

消
防
出
初
式
」
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
を
ご
検
討
い
た

だ
い
て
い
た
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

神 山 町 消 防 団 員 募 集

消防団活動に興味、入団を希望する方はご連絡ください
　神山町消防団事務局
　神山町神領字本野間 100（神山町役場総務課内）088-676-1111
または地域の消防団員さんへお気軽にご相談ください。

　消防団は、地域を火災等の災害から守る、地域における消防防災のリーダーとなる存在です。
　平常時・非常時を問わず地域に密着し、住民の生命と財産を守る重要な役割を担います。神山町では、住民が
安心して暮らしていける町づくりを目指し、地域を支える消防団員を募集しています。
【消防団の活動】
　消防団員は、火災・風水害・地震など災害が発生したときには、職場や自宅から現場へ駆けつけ、消火活動、
救助活動、避難誘導などを行います。
　災害時以外は、消防出初式、火災予防週間中の消火訓練、月 2回の機器点検と広報活動、年末警戒の実施、地
域の防災訓練への出動など年間を通じて様々な活動を行っています。
【女性も活躍しています】
　女性消防隊も編成されています。広報活動による防火防災啓発活動や、普通救命講習の受講などの後方支援活
動を行っています。一昨年には「ラッパ隊」を編成し、出初式などの式典において、勇壮な号令を奏でています。

神山町養護老人ホーム

寿　 泉　 園
寿泉園とは・・・
　環境上の理由および経済上の理由により家庭で生
活することが難しいおおむね65歳以上の方が入所で
きる施設です。全居室が完全個室です。生活の場と
して必要な食事･入浴など日常の生活のお世話・レク
リエーションや生活上のご相談に応じます。
　お住まいのことや経済的理由などで今後の生活を
考えておられる方は、是非ご相談ください。
　施設見学も受け付けています。
お問い合わせ先
入所後の生活・施設の見学に関すること
　社会福祉法人　有誠福祉会　寿泉園（088－676－0255）
入所の要件・手続きに関すること
　神山町役場 健康福祉課（088－676－1114）

行事食 運動会

前庭でお花見

居室（個室：テレビ・タンス付き）
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徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
受
賞

　
令
和
2
年
11
月
10
日
、
徳
島
市
ふ
れ

あ
い
健
康
館
に
お
い
て
、
令
和
2
年
度

精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
下
窪
キ
ヨ
ヱ
さ
ん
と
相
原
久
子

さ
ん
が
精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
窪
さ
ん
は
平
成
10
年
、
障
が
い
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
・

か
み
や
ま
」
発
足
当
時
よ
り
所
属
し
、

現
在
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
よ
り
現
在
に
至
る

ま
で
副
会
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

相
原
さ
ん
も
平
成
10
年
の
発
足
当
時
か

ら
所
属
し
、
平
成
17
年
か
ら
2
年
間
副

会
長
を
さ
れ
た
あ
と
も
精
力
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
と
も
「
ハ
ー
ト・か
み
や
ま
」

の
維
持
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
う
め
っ
こ

作
業
所
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
気
持
ち
を
大

切
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
い
視
野

と
当
事
者
に
対
す
る
深
い
愛
情
で
、
き

め
細
や
か
な
支
援
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
新
し
く
委
嘱

さ
れ
ま
し
た

　
令
和
2
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
、
鍛

治
昇
さ
ん（
平
成
30
年
1
月
1
日
委
嘱
）

が
任
期
を
満
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
令
和
3
年
1
月
1
日

付
で
、
立
石
芳
久
さ
ん
（
広
野
）
が
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
新

し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権

擁
護
委
員
の
高
橋
三
枝
子
さ
ん
が
令
和

3
年
1
月
1
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
引

き
続
き
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
山
町
で
は
毎
月
11
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
役
場
2
階
図
書
室
で
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

第
一
生
命
保
険
会
社
と
高
齢
者

等
の
見
守
り
で
協
定

　
11
月
27
日
、
神
山
町
役
場
に
て
、
第

一
生
命
保
険
株
式
会
社
徳
島
営
業
支
社

と
高
齢
者
等
見
守
り
活
動
に
関
す
る

「
包
括
連
携
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　
神
山
町
内
を
ま
わ
っ
て
い
る
第
一
生

命
職
員
が
、訪
問
先
や
訪
問
途
中
で「
郵

便
物
が
た
ま
っ
て
い
る
」「
徘
徊
の
可

能
性
が
あ
る
高
齢
者
を
見
か
け
た
」
な

ど
、
何
ら
か
の
異
変
を
察
知
し
た
と
き

に
は
、
速
や
か
に
役
場
に
連
絡
、
緊
急

時
に
は
警
察
や
消
防
に
通
報
す
る
と
い

う
協
定
で
す
。

　
ま
た
ひ
と
つ
見
守
り
の
輪
が
広
が
り
、

高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
見
守
り

体
制
の
強
化
と
し
て
期
待
を
し
て
い
ま

す
。2

0
2
0
年
度
　
築
こ
う
人
権
の
ま
ち
運
動

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
ま
る

　

神
山
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
と
城
西
高
校
神
山
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
人
権
標
語
と
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
、
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

まちの
　 出来事

かん太くん

高橋三枝子さん
（再任）

下窪キヨエさん（左）と相原久子さん（右）

立石　芳久さん
（新任）

【ポスターの部　最優秀賞】
神山中学校 2年　粟飯原　慎さん

▲�第一生命徳島営業支社長藤丸真知代支社長（左）
と後藤町長（右）
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な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
図
案
と
し
て
啓
発
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
「
税
の
作
品
展
」

入
選
者
紹
介

　
徳
島
税
務
署
が
主
催
す
る
令
和
2
年

度
「
税
の
作
品
展
」
に
お
い
て
、
神
領

小
学
校
6
年　
中
南　
仁
さ
ん
の
税
に

関
す
る
作
品
（
書
道
）
が
優
秀
作
品
と

し
て
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
入
選
を
糧
に
、
中
南
仁
さ
ん
の

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

「
下
分
よ
こ
の
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　
12
月
6
日
、
下
分
公
民
館
と
駐
車
場

に
お
い
て
、
下
分
よ
こ
の
市
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
冬
晴
れ
の
中
、
多
く
の
来
場

者
、
出
品
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

出
品
者
同
士
の
間
隔
を
空
け
る
、
出
入

り
口
に
除
菌
ス
プ
レ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
感
染
症
対
策
を
行
い
、
各
自
が
工
夫

を
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
の
方
か
ら
は
、「
今

年
は
例
年
に
も
増
し
て
出
品
の
応
募
が

あ
り
、
老
若
男
女
が
入
り
交
じ
り
な
が

ら
の
開
催
と
な
っ
た
。
来
場
者
の
楽
し

ん
で
い
る
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
い
で
す
。」
と
い
う
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

4
K
・
V
R
徳
島
映
画
祭
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

10
月
30
日
～
11
月
1
日
の
3
日
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
3
D
空
間
に
よ
り

バ
ー
チ
ャ
ル
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
主

催
：
と
く
し
ま
4
K
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行

委
員
会
、
共
催
：
神
山
町
）。「
ど
こ
で

も
映
画
祭
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
4
K
・

8
K
・
V
R
と
い
わ
れ
る
高
画
質
映

像
に
特
化
し
た
映
画
祭
は
、
今
年
で
6

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

体
験
や
販
売
の
ブ
ー
ス
が
出
店
で
き

ず
、
縮
小
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
映
画
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
よ
り
す
ぐ
り
の
ノ
ミ

ネ
ー
ト
27
作
品
と
特
別
招
待
作
品
を
上

映
し
、
優
秀
な
作
品
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
え
ん
が
わ
オ
フ
ィ
ス
で
行
わ

れ
、
大
賞
は
北
陸
朝
日
放
送
株
式
会
社

の
「
奇
跡
の
手
仕
事
」
に
、
入
賞
作
品

の
神
山
町
長
賞
は
植
木
英
理
監
督
の

「
ビ
ー
ン
ズ・ラ
ブ
」
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
ト
ー
チ
の
展
示
に
つ
い
て

　
令
和
3
年
7
月
23
日
開
幕
予
定
で
あ

る
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

向
け
た
機
運
醸
成
の
た
め
、
徳
島
県
が

保
有
す
る
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
を
、
令

和
2
年
12
月
21
日
か
ら
22
日
ま
で
の
2

日
間
、
役
場
本
庁
1
階
通
路
で
展
示
し

ま
し
た
。
展
示
は
短
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
普
段
間
近
で
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
ト
ー
チ
を
目
に
し
、
写
真
を
撮 神山町長表彰授与式の様子

《
標
語
の
部
》

　
最
優
秀
賞

こ
わ
い
の
は

ウ
イ
ル
ス
よ
り
も

そ
の
言
葉

神
領
小
学
校
6
年
　
中
南
　
　
仁
さ
ん

　
優
秀
賞

　
ぼ
く
た
ち
はみ

ん
な
だ
れ
か
の

た
か
ら
も
の

神
領
小
学
校
1
年
　
岩
田
　
　
空
さ
ん

ア
カ
ン
け
ん
！！

　
　
　
　
人
が
き
ず
つ
く

そ
の
言
葉

広
野
小
学
校
5
年
　
仁
志
　
姫
那
さ
ん

　
無
理
し
な
い

つ
ら
い
時
に
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ

城
西
高
校
神
山
校
2
年
　
川
口
　
真
央
さ
ん

　
差
別
と
は

　
　
人
の
心
で
つ
く
る
も
の

　
　
　
あ
な
た
の
心
で
な
く
し
て
い
こ
う

神
山
中
学
校
保
護
者
　
長
野
　
修
治
さ
ん

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

　
最
優
秀
賞

神
山
中
学
校
2
年
　
粟
飯
原
　
慎
さ
ん

　
優
秀
賞広

野
小
学
校
2
年
　
磯
部
　
　
怜
さ
ん

広
野
小
学
校
3
年
　
大
野
　
翔
空
さ
ん

広
野
小
学
校
5
年
　
立
石
　
昴
月
さ
ん

9 令和 3年 1月15日発行



る
方
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
は
、
令
和
3
年

3
月
12
日
ま
で
県
内
の
市
町
村
で
展
示

が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
令

和
3
年
4
月
15
日
（
木
）
に
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
と
と
も
に
神
山
町
を
走
行
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
度

神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
令
和
2
年
度
神
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
11
日
、
神
山
町
老
人
ホ
ー

ム
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
町
内
各
地
区
か
ら
、
7
チ
ー
ム
が
参

加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
活
動
を
休
止
す
る
期
間
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
試
合
は
、
最
終
戦
ま
で
順
位
決
定
が

も
つ
れ
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
安
定
し
た
強
さ
を
発
揮
し
た

広
野
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝
：
広
野
Ａ

　
準
優
勝
：
下　
分

　
第
3
位
：
松　
葉

第
20
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
2
年
11
月
24
日
（
火
）
タ
カ
ガ

ワ
東
徳
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

第
20
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
神
山

町
体
育
協
会　
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
第
20
回
目
の
記
念
大
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
総
勢
82
名
の
ゴ
ル
フ
愛
好

者
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

と
り
ま
と
め
等
で
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝
：
佐
藤　
英
雄

　
準
優
勝
：
阿
部　
初
美

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
男
子
）

　
　
　
　
　
佐
藤　
　
正
（
77
）

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
女
子
）

　
　
　
　
　
阿
部　
初
美
（
81
）

　
※
（　
）
内
は
ス
コ
ア

神
山
消
防
署
に
新
し
い
救
急
車

が
入
り
ま
し
た

　
12
月
上
旬
、
神
山
消
防
署
に
新
し
い

救
急
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な

救
急
車
に
は
、
最
新
の
救
急
資
器
材
を

車
載
し
て
お
り
、
医
療
機
関
で
測
定
す

る
よ
う
な
12
誘
導
心
電
図
も
測
定
で
き

ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
防
振
性
に
優
れ
、
傷
病
者
へ
の

負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
車
両
外

面
に
は
再
帰
性
に
優
れ
た
反
射
材
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
で
も
救
急

車
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
交
通

事
故
現
場
な
ど
で
も
隊
員
や
乗
員
の
安

全
を
確
保
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備

品
を
整
備
し
ま
し
た

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な

備
品
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
令
和
2
年
度
は
こ
の
宝
く
じ
助
成
金

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
発
展
の
た
め
、

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し
て
、

大
埜
地
戸
主
会
の
地
元
集
会
所
に
使
用

す
る
エ
ア
コ
ン
、
机
や
椅
子
、
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
な
ど
備
品
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
集
会
所
で
サ
ロ
ン
活
動
を
行
う
な

ど
、
地
域

の
交
流
の

拠
点
と
し

て
活
用
さ

れ
ま
す
。

新たに納車された救急車

コミュニティ助成事業で整備した備品の一例
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住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 
2
0
0
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
や
県
の

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
最
大

8
0
0
0
円
の
ポ
イ
ン
ト
が
受
け
取
れ

る
ほ
か
、
2
0
2
1
年
3
月
か
ら
は
医

療
機
関
や
薬
局
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
る
予
定
で
す
。
是
非
こ
の
機
会
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

住
民
課

　
0
8
8
―
6
7
6
―
1
1
1
3

　
（
I
P　
2
0
0
3
）

健
康
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を
ひ
と
り

で
担
う
ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

給
付
に
は
2
種
類
あ
り
ま
す
。

〈
基
本
給
付
〉

　
1
世
帯
5
万
円
を
基
本
と
し
、
第
2

子
以
降
に
つ
い
て
は
1
人
に
つ
き
3
万

円
を
加
え
て
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
令
和
2
年
6
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
る
方
（
申
請
不
要
）

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
令

和
2
年
度
6
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
額
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方
。

（
申
請
必
要
）

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な

ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
に
な
っ
て

い
る
方
。

　
給
付
額
は
1
世
帯
5
万
円
を
基
本
と

し
、
第
2
子
以
降
に
つ
い
て
は
1
人
に

つ
き
3
万
円
を
加
え
て
給
付
し
ま
す
。

（
申
請
必
要
）

〈
追
加
給
付
〉

　
基
本
給
付
に
加
え
て
、
1
世
帯
5
万

円
を
給
付
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
基
本
給
付
対
象
の
①
、
②

に
該
当
さ
れ
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
て
い

る
方
。（
申
請
必
要
）

〈
再
支
給
に
つ
い
て
〉

　
令
和
2
年
12
月
11
日
時
点
で
基
本
給

付
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
方
が
対
象

で
す
。

　
す
で
に
1
回
目
の
基
本
給
付
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
。（
申
請
不
要
）

ま
だ
基
本
給
付
の
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
。（
申
請
必
要
）

※
基
本
給
付
を
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方

は
再
支
給
分
と
合
わ
せ
て
申
請
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
申
請
の
際
は
事
前
に
健
康
福

祉
課
へ
電
話
等
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
健
康
福
祉
課

　
T
E
L　
0
8
8
―
6
7
6
―
1
1
1
4

　
I
P　
2
0
0
4

神
山
町
ひ
と
り
親
世
帯
応
援
事
業
に

つ
い
て

　
子
育
て
と
仕
事
を
ひ
と
り
で
担
う
ひ

と
り
親
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
神
山
町
商
工
会
の
神
山
商
品
券
を

支
給
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　
ひ
と
り
親
臨
時
特
別
給
付
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

〈
支
給
額
〉

　

神
山
町
商
工
会
の
神
山
商
品
券
を

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

県内統一キャンペーン　受付：住民課及び広野支所 神山町独自キャンペーン　受付：住民課のみ

内
容
「オリジナルマスクケース」プレゼント
※なくなり次第終了

専用タブレット端末を使用した顔写真の撮影及びオ
ンライン申請補助（無料）

対
象

①�期間中にマイナンバーカードの申請又は交付を受
けられた方

②�既にマイナンバーカードをお持ちの方

神山町に住所を有する方のみ
※�ご本人が来庁してください。15歳未満もしくは
成年被後見人が申請される場合は、事前に住民課
にご連絡のうえ、法定代理人の同席をお願いしま
す。

必
要
書
類

上記②の方はマイナンバーカードの提示が必要とな
ります。

・�本人確認書類
・�交付申請書（お持ちでない場合も手続きできます。）

11 令和 3年 1月15日発行



５
０
、0
0
0
円
分
支
給
し
ま
す
。

〈
申
請
方
法
〉

　
商
品
券
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
申
請
書
を
期
日
ま
で
に
神
山
町

健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
期
間
〉

　
令
和
3
年
2
月
1
日
か
ら
令
和
3
年

3
月
31
日
ま
で

税
務
保
険
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
、
土
地
･
家
屋
等
を
所
有
す
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊

し
た
り
、
焼
失
さ
れ
た
時
は
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
か
ら
、
滅
失
分

の
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
既
に
な
く

な
っ
た
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
の
滅
失
等
に

よ
り
「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
」
の
適
用
が
外
れ
、
土
地
の
税

額
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す

　
神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
事

業
用
資
産
（
自
己
の
使
用
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る

も
の
も
含
む
）を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
土
地
や

家
屋
の
屋
根
に
設
置
し
、
売
電
を
し
て

い
る
場
合
、
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る

場
合
は
必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
1
…�

発
電
さ
れ
た
電
気
を
自
家
消
費

し
、
余
っ
た
電
気
を
電
力
会
社

に
売
電
す
る
こ
と

※
2
…�

発
電
さ
れ
た
電
気
を
す
べ
て
電

力
会
社
へ
売
電
す
る
こ
と

　
な
お
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
償

却
資
産
申
告
書
に
個
人
番
号
・
法
人
番

号
の
記
入
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
申
告
書
提
出
の
際
に
は
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
度
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

中
小
事
業
者
に
対
し
、
売
上
高
の
減
少

割
合
に
応
じ
て
所
有
す
る
償
却
資
産
及

び
、
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

を
軽
減
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
軽
減
を

受
け
る
た
め
に
は
特
例
申
告
書
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
税
務

保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限　

令
和
3
年
2
月
1
日
（
月
）

農
業
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

耕
作
放
棄
地
解
消
啓
発
活
動

　
11
月
19
日
（
木
）
に
神
山
町
農
業
委

員
会
主
催
で
、
耕
作
放
棄
地
解
消
啓
発

活
動
を
神
領
字
本
野
間
で
行
い
ま
し

た
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
及
び
そ
の
他
関
係
団
体
の
総
勢

17
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
約

7
0
0
㎡
の
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
で
耕
作
放
棄
地
の
草
を

刈
り
、
ま
た
、
雑
木
等
の
伐
採
を
行
っ

た
あ
と
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
根
を
抜
き
ま

し
た
。

　
参
加
者
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
耕

作
放
棄
地
を
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
町
内
に
は
ま
だ
多
く
の
耕
作
放
棄
地

が
存
在
し
ま
す
。
今
後
も
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
団
体
：
J
A
名
西
郡

神
山
町
役
場

神
山
町
農
業
委
員
会

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

水
道
管
を
寒
さ
か
ら
守
ろ
う
！

　
水
道
管
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以

下
に
な
る
と
、
凍
結
し
、
破
裂
す
る
可

能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　
外
蛇
口
や
あ
ま
り
使
用
し
て
い
な
い

蛇
口
等
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
給
水
装
置
が
破
損

す
る
と
、
ご
家
庭
の

水
道
利
用
に
不
便
を

来
す
だ
け
で
な
く
、

所
有
者
で
あ
る
お
客

様
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

凍
結
を
防
止
す
る
に
は

・
保
温
材
で
被
い
、
濡
れ
な
い
よ
う
に

復旧後の農地

作業中の風景

申告の対象となる太陽光発電設備

設置者
（所有者）

余剰買取※ 1

（発電量10kw未満）
余剰買取

（発電量10kw以上）
全量買取※ 2

個　人
（住宅用） 【申告対象外】 【申告対象】

個　人
（事業用） 【申告対象】 【申告対象】

法　人 【申告対象】 【申告対象】
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ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き
ま
し
ょ

う
。

・
夜
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
と
予
想
さ

れ
る
と
き
は
湯
沸
器
な
ど
の
水
抜
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は

・
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
ま

し
ょ
う
。
熱
湯
は

か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。
破
裂
、
ひ

び
割
れ
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

・
蛇
口
か
ら
細
く
水

を
出
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

教
育
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て

○
令
和
3
年
度
神
山
町
奨
学
資
金
貸
与

生
の
募
集

1
．
資
格

・
高
等
学
校
入
学
前
ま
で
、
1
年
以

上
引
き
続
い
て
本
町
に
在
住
し
て

い
た
者

・
保
護
者
が
本
町
に
在
住
す
る
者

・
修
学
意
欲
の
あ
る
者

・
就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
者

2
．
貸
付
額

・
高
校
、
高
専
（
1
～
3
年
生
）
等

の
生
徒

　
　
　
月
額
2
万
円
ま
た
は
3
万
円

・
大
学
院
、
大
学
、
高
専
（
4
・
5

年
生
）
等
の
学
生

　
　
　
　
月
額
3
万
円
、
4
万
円
ま
た

は
5
万
円

3
．
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

　
奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
ま
た
は
成
績
証
明
書
、
住
民
票

謄
本
、
町
税
等
の
証
明
願
、
本
人
確

認
書
類（
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

※
必
要
な
書
類
の
様
式
は
、
神
山

町
教
育
委
員
会
、
神
山
中
学
校

に
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
決
定
し
た
場
合
に
は

2
人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
う
ち
1
人
に
つ
い
て
は
別
世
帯
の

方
。

※
祖
父
母
等
の
年
配
者
に
よ
る
連
帯

保
証
人
は
不
可
。

4
．
募
集
期
間

　
令
和
3
年
3
月
20
日
（
土
）
か
ら
4

月
15
日
（
木
）（
土・日・祝
日
を
除
く
）

神
山
町
奨
学
資
金
制
度
に
償
還
の
特

例
を
定
め
て
い
ま
す
！

　
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
現
在
の
神
山

町
奨
学
資
金
制
度
に
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
奨
学
資
金
の
償
還
の

特
例
が
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
者

等
の
ふ
る
さ
と
定
住
と
人
口
の
増
加
を

図
り
、
神
山
町
の
活
性
化
促
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

1
．
対
象
者

10
年
間
を
償
還
期
間
と
し
て
年
賦
償

還
す
る
者
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に
係
る
滞

納
が
な
い
者
。

2
．
償
還
の
特
例
と
は

　
当
該
年
度
の
前
年
度
の
1
月
1
日
現

在
の
住
所
を
神
山
町
に
有
し
、
居
住
の

事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
、
当
該
年
度

の
償
還
額
を
全
額
免
除
す
る
。

（
10
年
間
の
償
還
期
間
中
、
毎
年
居
住

確
認
を
行
い
ま
す
。）

※�

こ
の
条
例
の
施
行
前
か
ら
償
還
し

て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
経
過
措

置
と
し
て
当
該
年
度
の
償
還
額
を

半
額
免
除
す
る
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
奨
学
資
金

貸
付
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）
の
ご
案
内

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在

学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

〈
融
資
額
〉

　
一
人
に
つ
き
3
5
0
万
円
以
内

〈
金
利
〉

　
年
1
・
７
０
％　
※
母
子
家
庭
の
方

な
ど
は
年
1
・
３
０
％
（
令
和
2
年
10

月
29
日
現
在
）

〈
返
済
期
間
〉

15
年
以
内

　
※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

〈
H
P
〉

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
0
5
7
0
―
0
0
8
6
5
6
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た
は

　
（
０
３
）
5
3
2
1
―
8
6
5
6

その他の
　おしらせ

かわずくん
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~ 徳島税務署からのお知らせ ~
Point　1　確定申告会場は感染症対策を実施します！
開設場所　アスティとくしま　（徳島市山城町東浜傍示 1 － 1）
開設期間　令和 3年 2月16日（火）～ 3月15日（月）

※土・日、祝日については、2 月21日（日）及び 2 月28日（日）のみ開場します。
受付時間　午前 9時～午後 4時　（混雑時には、受付を早めに締め切ることがあります。）

　確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場は「入場整理券」が必要です。
　入場整理券は、LINEで事前発行又は確定申告会場で当日配付します。

※ 1　入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります。
※ 2　�ご自宅で申告書が作成できる国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利

用ください。
※ 3　申告書等の提出のみの方は、『郵送』又は徳島税務署 1 階総合窓口に提出をお願いします。
※ 4　�令和 2 年分確定申告は、公的年金を受給されている方及び贈与税の申告をされる方を対

象として、以下のとおり、申告相談を行います。
場所 公的年金を受給されている方 贈与税の申告をされる方

徳島税務署 1 月18日（月）～ 2 月 4 日（木） 2 月 1 日（月）～ 2 月 5 日（金）
アスティとくしま 2 月 8 日（月）～ 2 月15日（月）
　なお、贈与税の申告は、2 月 1 日（月）以降、申告相談を行います。� （注）土・日、祝日を除く。

　また、2 月 15 日（月）以前についても、会場への入場は「入場整理券」が必要です。

感染症対策

Point　2　スマホではじめるスマート申告！
スマートフォンで国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」にアクセスすれば、画面

の案内に従って入力するだけで申告書が作成できます。
　作成した申告書は、そのままe-Taxを利用して送信できる
ほか、印刷して郵送等で税務署に提出することもできます。
　なお、e-Taxを利用する場合は、マイナンバーカードかID・パスワードが必要となります。
Point　3　電話による申告相談をご利用ください！
開設期間　�令和 3 年 1 月18日（月）～ 3 月15日（月）

※�土・日、祝日については、2 月21日（日）及び 2 月28日（日）のみ電話相談をしています。
受付時間　午前 8 時30分から午後 5 時まで
徳島税務署（088-622-4131）にお電話いただき、音声案内に従い
『0』番を選択　⇒　「確定申告電話相談センター」
『1』番を選択　⇒　�「電話相談センター」で確定申告以外の国税に関する一般的なご相談にお答えします。

Point　4　医療費控除を受けるためには「医療費控除の明細書」が必要です！
　令和 2 年分の確定申告からは、必ず「医療費控除の明細書」の添付が必要となります。
　医療費領収書は自宅で 5 年間保存し、税務署から求められたときは、提示又は提出しなければな
りません。
Point　5　マイナンバーをお忘れなく！

マイナンバー（12桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付
　パソコンやスマホからe-Taxで送信する場合は、本人確認書類を別途送付する必要はありません！

【お問合せ先】徳島税務署　〒 770－0847　徳島市幸町三丁目54　TEL（088）622－4131　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

読取対応端末の　　
一覧はこちらから→

←確定申告書の
　作成はこちらから

広報かみやま No.332 14



令和 3 年度（令和 2 年分）税申告相談について 
　税申告相談を役場本庁にて行います。申告が必要な方は、次の日程にて申告相談にお越しください。

⃝申告相談会場　役場 2階　スダチ（201）（旧委員会室）
⃝申告相談期間　令和 3年 2月12日（金）～ 3月15日（月）

午前9時～午後 4時まで

上　分   2 月12日（金）、15日（月）
広　野   2 月16日（火）、17日（水）、18日（木）
阿　川   2 月19日（金）、22日（月）
鬼籠野   2 月24日（水）、25日（木）、26日（金）
下　分   3 月  1 日（月）、 2 日（火）、 3 日（水）
神　領   3 月  4 日（木）、 5 日（金）、 8 日（月）、 9 日（火）
左右内・全地区   3 月10日（水）

・�会場での新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、マスクの着用および、発熱や体調不良
のある方におかれましては、来場を控えていただきますようご協力をお願いします。
・�マイナンバーカードまたは通知カード等のマイナンバーを確認する書類と、運転免許証や公的
医療保険の被保険者証など本人を確認する書類が必要となります。

税申告相談に関する事前のお願い
　申告相談会場の混雑防止、滞在時間短縮のため、作成に時間を要する営業所得、農業所得などの
収支および医療費控除の明細書については、あらかじめご自宅で作成していただきますようご協力
をお願いします。
　また、電子や郵送による確定申告などもご検討いただきますようお願いします。

・�所得税の確定申告をされる方は、インターネット接続パソコン、タブレット、スマートフォンを利用して、国税庁ホー
ムページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成し、e-Tax（イータックス：国税電子申告・納税システム）を
利用して電子送信ができます。また、
作成した申告書を印刷して税務署に
郵送で提出することもできます。
・��事業所得等（営業・農業・不動産な
ど）のある方や医療費控除等を申告
される方は、相談時に収支内訳書（収
入や経費などの計上）や医療費控除
の明細書（内訳書）の作成を行うと、
相談時間が非常に長くなりますの
で、事前にご自宅で作成していただ
きますようお願いします。

※�確定申告書等作成コーナーおよび、
収支内訳書・医療費控除の明細書の
用紙や書き方は、国税庁のホーム
ページでご覧いただくことができま
す。

15 令和 3年 1月15日発行



第
2
期
地
方
創
生

戦
略
が
完
成

　
今
年
度
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
き
た
第
2
期
地
方
創
生
戦
略
・

つ
な
プ
ロ
2
が
完
成
し
ま
し
た
。
施
策

は
全
部
で
32
。
7
月
の
成
果
と
課
題
の

共
有
会
を
は
じ
め
と
し
、
検
討
委
員
会

な
ど
を
経
て
、
12
月
25
日
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
い
施
策
の
内
容
は
神
山

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
2
つ
、「
第

2
期
が
目
指
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
第

2
期
の
大
き
な
方
針
」
に
つ
い
て
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

2
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
第
1
期
で
は
、
2
0
6
0
年
に
人
口

3
0
0
0
人
、
一
学
年
あ
た
り
20
人
を

下
回
ら
な
い
均
衡
ラ
イ
ン
を
目
標
に

設
定
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
た
転
入
増
を
年
間
44
人
に
設
定
し

ま
し
た
。
つ
な
プ
ロ
第
1
期
と
な
る

2
0
1
6
～
2
0
2
0
年
の
5
年
間
の

達
成
率
は
、
91
％
。
そ
し
て
、
今
回
、

第
2
期
で
は
、
目
標
が
「
社
会
動
態
プ

ラ
ス
11
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
社
会
動
態
と
は
？

人
の
動
き
を
は
か
る
指
標
の
一
つ
。

主
に
次
の
2
つ
を
用
い
て
人
口
の
動
き

を
は
か
り
ま
す
。

・
社
会
動
態
＝
転
入－

転
出

・
自
然
動
態
＝
出
生－

死
亡

●
な
ぜ
目
標
が
変
わ
る
の
？

な
ぜ
今
回
、
目
標
と
す
る
数
値
が
変

わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
過
去
5
年
間
の

実
績
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
過
去
5
年

間
の
目
標
達
成
率
は
、
91
％
で
、
一
見

上
手
く
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
の
人
口
デ
ー
タ
に

当
て
は
め
て
推
計
し
て
み
る
と
、
人
口

減
と
の
差
し
引
き
で
、
目
標
と
す
る
均

衡
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
人
口
3
0
0
0

人
」
に
届
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
通
り
の
「
年
間

44
人
の
転
入
増
」
を
生
み
出
す
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
今
回
、
5
年

ご
と
の
経
過
点
の
人
口
に
も
目
を
向
け

て
、
も
う
一
度
目
標
を
見
直
し
た
の
で

す
。

神
山
町
創
生
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

神
山
町
創
生
戦
略
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
集

「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
特
集
　
そ
の

　
そ
の
33
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●
目
標
と
す
る
均
衡
ラ
イ
ン
を
達
成
す

る
た
め
に
は
？

ま
ず
、
次
の
5
年
間
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

　
ま
え
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
目
標
を

達
成
す
る
に
は
、
次
の
5
年
間
で
マ
イ

ナ
ス
5
1
0
人
、
1
年
間
に
計
算
し
な

お
す
と
、
マ
イ
ナ
ス
1
0
2
人
に
な
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
、「
年
間
人
口
減
少
を
1
0
2

人
」
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

●
人
口
減
少
を
1
0
2
人
に
お
さ
え
る

た
め
に
は
？

力
を
注
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
は
っ
き
り
と

さ
せ
る
た
め
、
今
回
は
、
社
会
動
態
に

注
目
し
ま
し
た
。

　
自
然
動
態
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る

と
、
人
口
動
態
を
マ
イ
ナ
ス
1
0
2
人

に
抑
え
る
に
は
、
計
算
し
て
み
る
と
、

社
会
動
態
プ
ラ
ス
11
人
を
達
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

●
「
社
会
動
態
プ
ラ
ス
11
人
」

実
は
、
神
山
町
で
、
社
会
動
態
が
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
の
は
、
2
0
0
0
年
以

降
、
2
0
1
1
年
の
プ
ラ
ス
12
人
と
、

2
0
1
9
年
の
プ
ラ
ス
4
人
の
、
2
回

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
単
に
達
成
で
き

る
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
を

将
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
神

山
町
に
移
り
住
ん
で
き
て
く
れ
る
人
を

増
や
す
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
に
居
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。第

2
期
の
方
針

　
考
え
た
計
画
は
確
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
第
2
期
は
、
大
き
く
2
つ
の

方
針
を
も
っ
て
、
32
あ
る
施
策
を
進
め

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
人
が
い
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
基
盤

づ
く
り

人
口
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
住

環
境
や
仕
事
、
教
育
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
、
神
山
町
に
住
む
こ
と
を
選

択
で
き
る
状
況
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
の
特
性
に
あ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制

づ
く
り

神
山
町
の
各
地
区
に
は
、
も
と
も
と

地
区
の
こ
と
を
想
い
活
動
を
さ
れ
て
き

た
団
体
や
個
人
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

各
地
区
の
土
地
や
住
む
人
の
特
性
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
体
制
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
第
1
期
で
は
十
分
に
施
策
が
届
か
な

か
っ
た
地
区
や
、
十
分
な
関
わ
り
が
も

て
な
か
っ
た
団
体
の
み
な
さ
ん
が
い
ま

し
た
。
次
の
5
年
間
で
は
、
ま
ち
の
み

な
さ
ん
と
の
協
働
を
さ
ら
に
強
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、

町
外
に
い
る
出
身
者
の
方
た
ち
と
の
つ

な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

つ
な
が
り
も
大
切
に
し
、
関
心
の
あ
る

出
身
者
の
方
た
ち
と
の
関
係
も
引
き
続

き
育
て
て
い
き
ま
す
。

実
行
に
向
け
て

　
こ
の
地
方
創
生
戦
略
実
行
に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
５
年
間
に
さ
ら
に
積
み
重

な
る
よ
う
続
け
て
い
き
ま
す
。「
ま
ち
を

将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
」
と
い
う
基
本
の

考
え
は
引
き
続
き
持
ち
続
け
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続
い
て
い
く
た
め
に
、

次
を
担
う
世
代
が
育
っ
て
い
て
、
バ
ト

ン
が
渡
さ
れ
る
状
態
を
目
指
し
ま
す
。

つなプロ報告会をつなプロ報告会を

／／
2月に開催します2月に開催します／／

日時：  2  月12日（金）19：00～21：00
　 オンライン開催（YoutubeLiveにて配信） 　

〇 2 月の報告会では、この誌面で解説しきれな
かった部分や計画書を作成した背景などを詳

　しく解説します！

※詳細は町役場HP、イン神山ウェブサイトをご
覧ください。
※新型コロナウイルス等の状況に応じて、報告会
の形式や日時を変更する可能性があります。

17 令和 3年 1月15日発行



神
山
町
へ
の
移
住
相
談
が

増
え
て
い
ま
す

　

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
随

時
、
訪
問
や
電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
神
山
町
へ
の
移
住
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
移
住
相
談
件

数
は
、
2
0
2
0
年
11
月
末
時
点
で
98

件
と
、
昨
年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
て
2

倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
外
か
ら

の
移
住
相
談
だ
け
で
な
く
、
町
内
出
身

者
の
U
タ
ー
ン
の
相
談
、
町
内
在
住
者

の
空
き
家
へ
の
住
み
替
え
相
談
も
増
え

て
い
ま
す
。
移
住
相
談
の
約
半
数
は
徳

島
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
直
接
関
係

す
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
情

勢
の
変
化
か
ら
移
住
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
2
0
1
9
年
6
月
に
下
分
に
引
っ
越

し
て
き
た
、
藤
さ
ん
ご
家
族
を
紹
介
し

ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

優
光
：
都
市
型
の
生
活
に
ひ
ど
く
疑
問

を
感
じ
て
い
た
の
で
、
神
山
に
来
る
前

の
半
年
ほ
ど
は
、
東
京
を
離
れ
て
千
葉

県
の
山
奥
に
家
を
借
り
て
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
地
域
と
の
交
流
が

広
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
後
に
ゴ
ミ

が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、

ひ
と
く
く
り
に
田
舎
暮
し
と
い
っ
て

も
、
ど
こ
の
田
舎
で
も
良
い
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
そ
の

後
縁
あ
っ
て
、
知
人
の
紹
介
で
神
山
町

を
知
り
、
山
あ
い
の
町
な
の
に
、
す
で

に
都
会
の
人
や
外
国
の
人
が
多
く
移
り

住
ん
で
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
移

住
を
決
意
し
ま
し
た
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

優
光
：
1
年
間
は
徳
島
市
内
の
酒
類
の

卸
売
会
社
で
勤
務
し
ま
し
た
が
、
先
月

末
に
退
職
し
ま
し
た
。
市
内
へ
の
毎
日

の
通
勤
は
、
渋
滞
も
あ
り
思
っ
て
い
た

以
上
に
大
変
で
し
た
。

　
音
楽
が
趣
味
な
の
で
、
音
楽
好
き
の

人
た
ち
と
集
ま
っ
て
演
奏
し
た
り
、
町

内
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
時
は
、
D
J
を

し
て
お
客
さ
ん
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
移
住
し
て
ま
も
な
い

こ
ろ
に
、
下
分
地
区
の
夏
祭
り
で
も

音
楽
を

か
け
さ

せ
て
も

ら
っ
た

こ
と
が

あ
り
ま

す
。

絵
美
：
お
菓
子
作
り
が
好
き
な
の
で
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
り
、
ヨ
ガ

を
教
え
て
い
た
経
験
か
ら
神
山
で
も
ヨ

ガ
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
夏
か
ら
は
上
分
の
蝋
梅

園
に
あ
る
民
宿
「
堂ど

う

治じ

」
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
よ
り
、
宿
の

運
営
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
の
仲
間

と
と
も
掃
除
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
な
ど

準
備
を
重
ね
、
昨
年

12
月
下
旬
に
運
営
を

再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東
京

で
や
っ

て
い
た

様
々
な

習
い
事

の
経
験

が
神
山

で
活
か

さ
れ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

優
光
：
市
内
へ
働
き
に
出
る
こ
と
に
違

和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
な
る
べ

く
町
内
で
完
結
す
る
よ
う
な
生
活
ス
タ

イ
ル
へ
の
移
行
を
考
え
て
い
ま
す
。
昨

年
の
春
に
は
人
生
で
初
め
て
家
庭
菜
園

を
す
る
な
ど
、
山
暮
ら
し
の
知
恵
や
技

術
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
地
元
の
方
に

教
わ
り
な
が
ら
習
得
し
て
い
き
た
い
で

す
。

絵
美
：
堂
治
に
宿
泊
さ
れ
る
お
客
様
に

神
山
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
日
々
の
運
営
を
安
定
さ
せ
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
ヨ
ガ
教
室
の
場
所

と
し
て
新
た
に
移
住
者
の
友
人
宅
の
ス

ペ
ー
ス
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と

に
な
る
な
ど
、
ヨ
ガ
に
興
味
が
あ
る
仲

間
が
増
え
て
幸
せ
で
す
。

◦
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO法人
グリーンバレーの
伊藤・林が

お届けします。

次回モノストック
オープンデーのお知らせ
1 月30日（土）
2 月16日（火）

場所：神領青井夫旧国道沿い

藤　　優光（まさみつ）　東京出身

　　　絵美（えみ）　　　東京出身

　　　健匠（けんしょう）　東京出身

下分安吉在住

DJをする優光さん

民宿「堂治」を掃除する絵美さん

新
規
移
住
相
談
件
数

10
月
…
17
件

11
月
…
11
件
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の
通
勤
は
、
渋
滞
も
あ
り
思
っ
て
い
た

以
上
に
大
変
で
し
た
。

音
楽
が
趣
味
な
の
で
、
音
楽
好
き
の

人
た
ち
と
集
ま
っ
て
演
奏
し
た
り
、
町

内
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
時
は
、
D
J
を

し
て
お
客
さ
ん
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
移
住
し
て
ま
も
な
い

こ
ろ
に
、
下
分
地
区
の
夏
祭
り
で
も

音
楽
を

か
け
さ

せ
て
も

ら
っ
た

こ
と
が

あ
り
ま

す
。

絵
美
：
お
菓
子
作
り
が
好
き
な
の
で
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
た
り
、
ヨ
ガ

を
教
え
て
い
た
経
験
か
ら
神
山
で
も
ヨ

ガ
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
夏
か
ら
は
上
分
の
蝋
梅

園
に
あ
る
民
宿
「
堂ど

う

治じ

」
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
よ
り
、
宿
の

運
営
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
外
の
仲
間

と
と
も
掃
除
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
な
ど

準
備
を
重
ね
、
昨
年

12
月
下
旬
に
運
営
を

再
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東
京

生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑤
　高齢者の方々が抱える困りごとに対し、「みんなでどなんぞしちゃげんで」と地域の皆さんと一緒
に取り組んでみたことについて、今号では 2つの取り組みをご紹介したいと思います。

町民町内バスツアー　＋　買い物支援　の取り組み

お問合せ 神山町地域包括支援センター（担当：住友・河野）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

「入ったことないお店は入りに
くかったけど、一回来てみたけ
ん、これからは何回でもこれそ
うやな」

「自分たちで終わらせん
と、次は地域のみなさ
んと行ける機会をつく
らんとなぁ」

「自分が移動手段を失ってから
でないと、どんな支援があった
らいいんか分からん。考えてい
かんとなぁ」

取り組み（その 1）鬼籠野・長寿会　「買い物＋出かける楽しみをつくろう」
　7月から話し合いを重ねてきた鬼籠野地区。その中心となってくださった長寿会役員のみなさん
と、いつもの「町民町内バスツアー」(総務課主催 )に「買い物ができる時間」を加えた形で、バス
ツアーを行ってみま
した。また、参加者
のみなさんには、買
い物に困っている人
への支援についても
一緒に考えていただ
きました。 鬼籠野公民館に集合 豆ちよ焙煎所 リヒトリヒト・カミヤマ

参加者の声参加者の声

みんなと行けて楽し
かった。また行きた
い。

買い物した後は荷物がようけ
になるけん、家までの移動支
援があったのは助かった。

普段は移動手段がないけん、会堂
まで行くのも大変。移動支援はほ
んまに助かった。

取り組み（その 2）下分／竹平・中内地区　「買い物に困っとる」声に応えるバスツアー
　聞き取り調査で実際に「買い物に困っとる」という声があったことから、
地域のみなさんと相談し、この地区でも「町民町内バスツアー＋買い物支援」
の試みを行ってみました。
また、集落までの道路が狭
いこと、そもそも移動手段
がないという声もあり、集
合場所までの移動は、タク
シーを利用した移動支援に
ついても試みてみました。 安岡酒類食料品店 大黒屋 神領・大久保の乳イチョウの下で

参加者の声参加者の声

　買い物支援をはじめ、困りごとの解決には、移動支援が大きく関わってきます。今後も様々な試み
を行いながら、必要な支援につなげていきたいと思います。
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健康づくりシリーズ○129

あなたは薬をいくつ飲んでいますか？
－ ポリファーマシーについて －

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課　676－1114　IP2004

高齢になると、薬の数が増えて副作用が起こりやすくなるので注意が必要です。

　薬と上手く付き合っていくために　薬と上手く付き合っていくために
⃝「なにか変だな」「いつもと違う」と感じたら、主治医に相談しましょう。
⃝�気になる症状があっても、勝手に薬をやめたり、減らしたりするのはよくあ
りません。
　�いつ頃から、どうような症状が出てきたのか、気になる症状についてメモを
しておき、必ず、医師や薬剤師に相談しましょう。
⃝使っている薬は、医師に必ず全部伝えましょう。
　�薬以外で毎日飲んでいる健康食品やサプリメントがある場合は、その情報も
伝えましょう。
⃝�日頃から、かかりつけの医師や薬剤師を持って、処方されている薬の情報を
把握してもらっておくのが安心です。
⃝自分の処方されている薬がわかるように、お薬手帳を持ちましょう。
　お薬手帳は一冊にまとめておきましょう。

　なぜ、高齢者では薬の数が増えるの？　なぜ、高齢者では薬の数が増えるの？
　年齢を重ねてくると、複数の病気を持つ人が増えてきます。
　病気の数が増え、受診する医療機関が複数になることもあり薬が増えること
もあります。
　75歳以上の高齢者の4割は5種類以上の薬を使っています。高齢者では、使っ
ている薬が 6種類以上になると、副作用を起こす人が増えるというデータもあります。

　なぜ、高齢者では副作用が起こりやすいの？　なぜ、高齢者では副作用が起こりやすいの？
　高齢になると、肝臓や腎臓の働きが弱くなり、薬を
分解したり体の外に排泄したりするのに時間がかかる
ようになります。
　また、薬の数が増えると、薬同士が相互に影響し合
うこともあります。
　そのため、薬が効きすぎてしまったり、効かなかっ
たり、副作用が出やすくなったりすることがあります。

ポリファーマシーとは？？
　多くの薬を服用することにより、
あらゆる好ましくない、あるいは意
図しない徴候、症状、または病気な
どの副作用を起こしたり、きちんと
薬がのめなくなったりする状態をい
います。単に服用する薬の数が多い
ことではありません。

お 薬 手 帳

広報かみやま No.332 20



介護予防シリーズ○71

お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－676－1185（IP 2031）

　町内各地で創意工夫されたサロン活動が展開され、体力づくりとしてDVDの映像を見ながら「い
きいき百歳体操」に取り組まれています。「近くのサロンを紹介して欲しい。」「地域の人と一緒にサ
ロンをしてみようかな。」など、サロン活動に関することは、地域包括支援センターまでお気軽にご
相談ください。

地域の住民の皆さんが集うサロンの紹介をします。
○● 介護予防に取り組む地域のサロン活動 ●○

　平成30年 4月から長谷集会所で
毎月 1回、集まって体操やおしゃ
べりなどをして和気あいあいとし
た時間を過ごしています。
　地域の人も高齢化していますが、
参加しているメンバーが集まり続
けられるようにDVDの映像を見な
がら体操を行い、体力づくり・健
康づくりに励んでいます。『みんな
に会えるサロンが楽しみ』と話さ
れていました。
　笑顔で楽しく活動したいとスマ
イル教室と名付けられたそうです
が、サロンでは笑い声が絶えず、楽しく活動されている様子が見て取れました。

サロン名称：長谷スマイル教室

○● 介護保険の状況 ●○
右のグラフは平成30年に新たに要支援・要介護に

なった方を年齢区分別に全国・徳島県の平均と比較
したものです。
　神山町は、全国や徳島県の平均に比べて65～79
歳で新たに要支援・要介護になる割合が低くなって
います。
　皆さまの健康づくりや介護予防の取組が、介護が
必要となる年齢を遅らせることに繋がっていると考
えられます。

0

20

40

60

80

100

全国 徳島県 神山町

65-69歳 70-74歳 75-79歳

80-84歳 85-89歳 90歳以上

（％）
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防災シリーズ○41

　台風や土砂災害、地震等などの大規模災害が発生すると、電気・水道のライフラインや流通機能
がストップする恐れがあります。いざという時、慌てないように、災害時に必要なものを日頃から
備えておくことが重要です。

●食料・飲料などの備蓄
　防災のために特別な物を準備するのではなく、普段の生活の中で
利用できる食品などを備えるようにしましょう。

【食料・飲料・生活必需品などの備蓄の例】
・飲料水 3日分（1日 1人 3リットルが目安）
・�非常食3日分の食料として、ご飯（長期保存可能なアルファ化米な
ど）、ビスケット、板チョコ、乾パン、カップ麺、レトルト食など
・�トイレットペーパー、ティッシュペーパー、マッチ、ろうそく、カセッ
トコンロ、懐中電灯など
※�なお、大規模災害発生時には、「1週間分」
の備蓄が望ましいです。
※�トイレや洗い物に使用する生活用水も必要。
浴槽の水を再利用したり、水道水の備蓄、雨
水の再利用などの備えも考えてみましょう。

●非常用持ち出しバックの準備（人数分用意しましょう）
・飲料水、食料品
・貴重品（預金通帳、印鑑、現金、保険証など）
・�救急用品（絆創膏、消毒液、包帯、常備薬、おくすり手帳など）
・懐中電灯、予備電池、携帯電話の充電器（バッテリー）など
・衣類、下着、毛布、タオル
・洗面用具、カイロ、ウェットシート、耳せん、アイマスクなど
※�乳幼児のいる家庭ではミルク・紙おむつ、ほ乳びんなども用
意しておきましょう。

●ご家族同士の安否確認方法は、決まっていますか ?
いつどこで災害が発生するのか分かりません。家族が別々の場所にいたときに災害が発生した場

合でもお互いの安否を確認できるように、日頃から事前に話し合っておきましょう。災害時には、
携帯電話の回線が混雑して、つながりにくくなります。
【災害用伝言ダイヤル】
・�局番なし「171」に電話をかけると伝言が録音できます。録音内容を、自分の電話番号を知っている家族などが再生することができます。
※一般加入電話、公衆電話、一部のIP電話、携帯電話などから利用が可能です。
【災害用伝言板】
・�携帯電話などからインターネットサービスを使用して文字情報を登録し、自分の電話番号を知っている家族などが、情報を閲覧できます。
※�震度 6以上の地震など、大きな災害が発生した時に、被災地域に住んでいる方が、携帯電話やスマートフォンから、自身の状況を
登録できるサービス。利用している携帯電話会社によって、安否情報を登録したことをメールで家族に知らせたり、被災された方
へ安否情報の登録を依頼するメールを送ることもできます。

災害に対するご家庭での備え
～できることから準備しておきましょう～

ローリングストック
消費期限が近い物から消
費し、使った分を備えて
いく

【感染症対策の徹底】
コロナ禍にあっても、集団で避難所等での避難生活を送る場合も想定されます。衛生環境を維

持していくために、マスクや除菌シート、ウェットシートなども備えておきましょう。
・下着や着替え、冬期にはカイロ
・生理用品や紙おむつ、携帯用トイレ
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詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります

国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され

ます。

◎老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年

金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場
合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」

学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料
の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校（修業年限 1 年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。

◎「納付猶予制度」
学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険

料の納付が猶予される制度です。
★平成28年 6 月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

～新成人の皆さんへ～
20歳になったら国民年金

23 令和 3年 1月15日発行



駐在所だより

〈Facebook〉 〈Twitter〉
　〈YouTube〉

　年末年始は交通量の増加等に伴う交通事故の多発が予測されること

から、広く県民の交通安全思想の高揚を図り、正しい交通ルールとマ

ナーの実践を習慣づけることにより、交通事故の防止を図ることを目

的としています。
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地震が起きたときの地震が起きたときの
� 正しい対応とは‼� 正しい対応とは‼

消防署だより

119

　これまで大きな被害をおよぼした地震は過去200年間で、海溝型地震は20年に 1回程度、内陸の
活断層で発生する地震は10年に 1回程度の頻度で発生しています。

家にいるとき 外にいるとき
・�自分や家族の身の安全を確認する
・�玄関や窓、扉を開けて出口を確保する
・�移動するときは、床に散らばったガラス破片
がないか注意する
・�火元を確認する
・�慌てて外に飛び出さない

・�周囲の状況を確認しながら、慌てずに行動する
・�ガラス窓や看板、家屋やビル、ブロック塀か
ら離れる
・�津波警報、津波注意報が発令されたときは、
直ちに海岸や河川付近から離れ、高台などに
避難する

地震災害から身を守るための備え！
家具の固定・ガラス窓の保護
・�本棚や洋服棚、大型テレビ、食器棚といった家具類は、地震が起きても転倒しないように突っ張
り棒や固定金具で固定しましょう。また、ガラスが割れることがないよう、専用の防護フィルム
の貼り付けをおすすめします。

飲料水や非常食、生活必需品などの備蓄
・�地震によりライフラインが絶たれる恐れもあります。救援物資が届くまでの数日間、自足できる
分量の飲料水や非常食、生活必需品などを備えましょう。また、断水時はトイレが使えなくなり
ます。携帯トイレなども準備しておきましょう。その他にも家族状況やペットなどに応じて、そ
れぞれに必要なものを準備しましょう。

地震によって起こる火災に対する備え！
火災発生の防止対策をしておこう
・�普段使用しない電気器具は、差込みプラグをコンセントから抜いておく
・�電気やガスに起因する地震時の火災発生防止のため、感震ブレーカ－、感震コンセントなどの防
災機器を設置しておく
・�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置しておく

非常用持ち出しバックの準備、できていますか？
非常用持ち出しバックの内容の例（人数分用意しましょう）
・�飲料水、食料品（カップ麺、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
・�貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
・�救急用品（絆創膏、包帯、消毒液、常備薬など）
・�ヘルメット、防災ずきん、マスク、軍手、懐中電灯
・�予備電池、携帯電話充電器、衣類、下着、毛布、タオル、洗面用具
・�使い捨てカイロ、ウェットテッシュ、携帯トイレ
※�乳児のいるご家庭はミルク・紙おむつ・ほ乳びんなども用意しておきましょう

神山消防署への連絡は
・固定電話　676－1199　　　・ＩＰ　2119　　　・ＦＡＸ　676－1390
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【作り方】
①豆腐はペーパータオルに包み重石をし、水を切る。
②�大根、にんじんは細切りにする。しいたけは軸を除き、
薄切りにする。春菊は葉を摘み、茎は3㎝長さに切る。
③�②を耐熱皿に入れ、ラップをかけ、600Wのレンジで
3分から 3分半加熱し、水気を切って冷やす。
④�①を少し大きめのボウルに入れ泡立て器で崩す。なめ
らかになったらカッコの調味料を加えてよく混ぜる。
食べる直前に③を加えて和え、器に盛る。

【材料：4人分】
大根 �  160g
にんじん �  60g
春菊 �  60g
しいたけ �  2 枚
豆腐（絹） �  160g

練りわさび
　　　　 �  小さじ 1/2
しょうゆ �  小さじ 1
砂糖 �  小さじ 1
塩 �  少々

●ワンポイントアドバイス
　香りのある春菊やしいたけ、調味料にはわさびを使用することで、風
味が増し、減塩しやすくなります。白和えはしっかりめの味付けになり
がちなので、減塩調味料を上手に使いましょう。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価 1 人分：エネルギー 45kcal、たんぱく質
2.9g、脂質 1.0g、塩分 0.6g（※35％減塩しょうゆ、
50％減塩食塩使用で 0.3g）

減塩シリーズ！★レンジ蒸し野菜の
� わさび白和え★

鬼籠野地区では、灯りのオ
ブジェ点灯式が地域住民を
中心に行われ、道路横には、
華やかなイルミネーション
が灯りました。

下
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